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思春期保健事業（思春期講座） ～命の大切さ、自他を大切に～

先月の２６日（火）の５校時目、福島県助産師会の助産師さん２名をお迎えし、２学年対象で「思春期保健事業
（思春期講座）」『～命の大切さ、自他を大切に～』というテーマで講演を行っていただきました。
話の冒頭、「皆さんは今、思春期ですか？それとも違いますか？」という質問がありましたが、思春期だと思う

方に手を挙げた生徒は、ほんの数人しかいませんでした。中学２年生は『思春期真っ只中』です。「性の多様性」、
「性とは何か？」、「思春期を迎えた男女の身体の変化」、「妊娠についての基本知識」、「思春期の特有の不安定な
気持ち」、「思春期の男女の心の違い」、「互いの思いを尊重した理想的な関係とは？」、そして、「正しい知識を持
って自分の意思で自分の人生を生きていくことができるようになること」というまとめで講座は終了しました。か
なり思春期の性について深く取り上げ、また、命の大切さ、自他を大切にすることなどを学びました。

橋本大歩君がお礼の言葉を述べました

命の大切さについて考えるよい機会だったと思いました。自分のことだけではなく、相手のこともよく考え
られる素敵な関係を築くことができたらいいです。特に、LGBT についてより関心をもちました。みんなが理
解できるようになったらいいと思います。少し難しい話もありましたが、今日学んだ知識を生かせたらいいと
思います。

この思春期講座を通して、自分のことも、男性のことも少し理解することができました。命を生む行為は、
どれだけ神秘的でどれだけ大切かを理解することができました。同性愛も日本や世界中の人達に理解してもら
えればいいなあと思いました。

自分の身体のことで不安なことがあったけど、話を聞いて少し安心しました。

改めて、命が大切だとわかった。男子と女子では心がちがうことがわかった。自分の意思を相手に伝えるこ
とを心掛けていきたい。

自分のことは自分で決めていいと言うことがわかりました。男子は女子が思っていることより先を考えてい
ることを知り、男女の心の違いがわかりました。思春期の話を聞いて、命の大切さがわかりました。

【※裏面に来週の行事予定表があります。】



来週の主な行事予定 ※ＳＣ＝スクールカウンセラー
月 日 曜 時 程 給食 主 な 行 事 完全下校時間

11月 月 Ｂ案 ○ １２５６相相 教育相談（６） １６：００８日
４校時

９日 火 Ｂ案 ○ １２３４相相 SC来校 １６：００
４校時 教育相談（７） 教育相談日の

１０日 水 A 案 ○ 午後の日程 １８：００
６校時 12:50~13:15 昼休み

１１日 木 A案 × ※音楽学習発表会(3-2) 13:15~13:25清掃 １８：００
６校時 弁当 13:30~13:40短学活

１２日 金 Ｂ案 ○ 週番引継ぎ会（昼） 14:00~16:30教育相談 １７：３０
５校時 新入生体験入学

※新型コロナウイルス感染症対策を引き続きお願いします。（マスク着用、毎朝の検温・体調チェック記入提出等）

【お願い】
現在JRCベルマーク委員会で、『赤い羽根共同募金』を行っています。期間は

１１／８（月）が最終日です。金額はいくらでもよいので、お子さんへ、『たす
けあい』運動への積極的な参加について、一声お願いします。


